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実施目的

①基本的生活習慣の確立と生活改善に向けての取組を保護者と連携して実施し、啓発を図
る。
②専門的知識を持つ外部指導者（元保護者）を招聘して体育授業を実施し、児童の運動
への関心を高める。
③保護者と連携し、児童が運動に親しむ機会を増やす。

1 保護者と連携しての基本的生活習慣の確立と生活改善
（1）「生命の集会（保健参観日）」への取組
　毎年10月実施。保健学習の成果を発表する場を通して、自らの健康の保持増進や生活改
善への取組を保護者と協力して行う。

（2）学校だより、保健だよりの活用
　定期的に便りを発行して、基本的生活習慣の確立と生活の改善を啓発する。

（3）講演会（平成21年度）
　高知県教育委員会生涯学習課長を迎え「早ね早おき朝ごはん」と生活リズム向上につい
ての講演会を実施。

（4）生活リズムチェックシートの取組
　高知県教育委員会が推進する事業「自ら学ぶ力は生活リズムの向上から」に参加し、1
週間、家族で毎日の生活を振り返る。

（5）わくわくローテーション遊び
　6年生をリーダーとして、昔遊び、鬼遊び等を約30人のグループで活動する。

2 外部指導者（元保護者）を招聘しての体育授業への取組
（1）5・6年生のクロールと平泳ぎの泳法指導
（2）4・5・6年生の全員が25mを泳ぐことを目指した水泳教室
　地域に在住の元保護者を招聘し、水泳指導の専門性を生かし、担任とティームティーチ
ングを行い、児童の泳力向上を図る。

3 保護者と連携し、児童が運動に親しむ機会を図る取組
①高知くろしおキッズ（高知県ジュニア選手育成事業）への参加
②外部講師を招聘し、学年行事等での体力つくりの取組
③校区の保育園児とその保護者を対象に体力向上を図る場の提供（親子ふれあい運動）

①「生命の集会（保健参観日）」で、基本的生活習慣の確立と生活改善の啓発のために、
保護者と連携し、児童、保護者への講演を実施した。
②水泳の外部指導者を招き、平泳ぎの手足の動きや息つぎ、コンビネーション等、専門的
な指導を通して、児童への意欲付けを図った。

①新体力テストの結果から、男女とも各種目で全国平均を上回ることができた。特に、男
女の長座体前屈と反復横とびは、全国平均を大きく上回る結果となった。

②保護者と連携して取り組んだ「生命の集会」では、「早ね早おき朝ごはん」と適度な運
動が大事だという意識付けが児童にできた。また生活改善を考えるよい機会となった。

③外部講師の専門的な水泳指導により、児童の泳力向上とともに教員が児童への指導技術
を学ぶことができた。

④高知くろしおキッズ（高知県ジュニア選手育成事業）への参加も多数あり、児童が運動
に親しむ機会を得ることができた。
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小学校

学校だより

学習の成果を全校に発表

生命の集会

定期的に発行し保護者への啓発を図る校区の保育園児と保護者が一緒に体つくり

親子ふれあい運動

縦割り班活動「わくわくローテーション遊び」

遊びを通して体力向上

専門性を生かして担任とティームティーチング

地域の方（元保護者）を招聘しての体育授業

全国平均と比較（1学期①，2学期②）

新体力テスト結果（平成21年度5年男子）

全国平均と比較（1学期①，2学期②）

新体力テスト結果（平成21年度5年女子）
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